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熊本市中心市街地の電力需要分析と地域スマ ー ト化に関する研究

1. 繍冨

本事業は， 熊本市中心市街地の地域活性化と環境

に優しい街づくりを同時に実現することを目標とし

て熊本市中心市街地における地域スマー ト化と低炭

素化を推進することを目的とする。

本研究は、 次の3ステップで実施するものであり、

ステップ 1 では， 市街地の建物・入居状況の把握，

エネルギ ー 需要， 時刻別電力需要デー タの調査、 ス

テップ2では， エネノレギー需要， 時刻別電力需要の

気候及び時刻特性を考慮したモデル化と， 地理情報

システムへの組み込みを行ってきた。 最終的にはス

テップ3において， モデル化されたエネルギ ー 需要

とその空間分布から， 地域の低炭素化， 電力ピ ー ク

平準化や熱エネルギ ーの面的融通の経済性， 環境性

に関する最適解を求めるヒュー リスティック推論シ

ステムを開発し， タウンエネルギ ー ＆エコロジーマ

ネージメントシステム（TEEMS）として開発す

る予定である．

そこで本年度は第2ステップで開発した地理情報

システムの精度向上と、 第3ステップ実現に向けた

取り組みを行う物でもある。

本報告では2章で、 シミュレ ー ター の精度向上を

図るため実施した大型業務施設の電力需要の分析結

果と3章ではTEEM S実現に向け、 熊本県工業連

合会とともに， 桜町再開発に伴う熊本M ICE （仮

称）におけるスマー トコミュニティ実証実験を提案

したのでその内容を報告する。

担当教員 自然科学研究科 田中昭雄

は、 気象庁の気象統計デー タである。

2.2 電力需要の予測

各建物について、 一日の総電力量（日電力量W)

と日最大電力（デマンド値P）を被説明変数に推計

式を作成した。 説明デー タとしては気象デー タや日

属性（休日 ・ 平日）を用いた。

表3.1 解析対象の概要

事務所ピルA 事務所ビルB 工学部1号館

デー タ
2011.9～ 13.3 2011.4～ 13.3 2008.4～ 10.3 

期間

延床面積
39,687 6,004 9,235 

[m2] 

89.56 94.65 

原単位 (2011年度） (2011年度） (2008年度）

目玉Wh/m2] 124.1 85.93 88.68 
(2012年度｝ (2012年度） (2009年度）

なお求めた回帰式はAICによって選択し、 推計誤

差は推定値と実際の観測値とのAPE（絶対値%誤差）

とMAPE（平均絶対値%誤差）を示した。 AICと

APEは次式による。

AIC = nlog( SI n) + 2(k+l) (1) 

(n：観測数、 S：残差平方和、 k：説明変数の数）

APE = I y" • Yi I / Yi (2)

(y"：得られた回帰式による推定値、 Yi：観測値）

A, B館ともに2011年度と比べ2012年度の方が切

片が小さくなっており2012年度冬季は節電が進みエ

ネルギー 消費が抑制されるように成ったことがうか
2.大型業務施霞の電力需要分析

がえる。 また、 日電力量、 デマンド値ともに、 平均
2. 1 調査対象概要

気温の寄与が大きく、 日最高気温の寄与度は小さ
解析対象建物の概要を表1に示す。 対象ピルは熊本

い。 またピルAに比べ、 B館の日電力量の気温感応
中心部にある事務所ピノレAとBと、 本学の黒髪南キ

度が大きく電力依存度が高いことがわかる。
ヤンパスの工学部1号館である。 使用した気象デー タ

また熊本大学工学部1号館でも、 夏季のみ説明変数
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